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公民館講座 

◆小学生～高校生の点字入門教室 
日時 １１月 1１日（土）午前１０時～ 

場所 南公民館 ２階団体連絡室 

対象 市内の小学生～高校生 

※事前にお申込みが必要です。 

◆おはなしくまさん 
日時 １1 月１8 日（土）午後２時～ 

場所 南公民館 ３階集会室 

内容 絵本の読み聞かせや工作 

※今月は「パーティハットを作ろう」です。 

みなみ公民館だより 11 月号 
(令和 5 年 11 月 1 日 発行) 

編集 蕨市立南公民館 蕨市南町２－２３－１９ 

    TEL 048-442-4055 
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◆にこにこ ONE TWO KIDS! 
日時 １1 月 16 日（木）午前１０時～ 

場所 南公民館 2 階団体連絡室 

対象 １歳児・２歳児のお子さんと保護者 

定員 ８組（先着順） 

申込 11 月１日（水）～ 電話・メール可 

 

 

 

◆０歳児ママのふれあい広場 
日時 １1 月 16 日（木）午前１０時～ 

場所 南公民館 ２階和室 

内容 子どもの健康Ｑ＆Ａ 

定員 １０組（先着順） 

申込 １1 月１日（水）～ 電話・メール可 

※赤ちゃんの下に敷くバスタオルをご持参ください。 

 

親子星座教室 
秋の星座と月、木星、土星を見よう！ 

 

日時 １1 月１7 日（金）午後６時０0 分から 

会場 南公民館 ３階集会室 

講師 佐藤 達雄 さん 

対象 小学生親子  参加費無料 

定員 1５組（先着） 

内容 室内でプラネタリウムを見た後、公園にて天体望遠鏡を使って観察します。 

申込 平日の９時から１７時のみ、南公民館窓口または電話で氏名（親子とも）・ 

学年・住所・電話番号をお伝えください。 

持物 筆記用具・双眼鏡（お持ちの方） 

 

令和５年度 南公民館講座 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くるみ保育園 運動会！！      
   

 10 月 7 日（土）くるみ保育園の運動会を開催しました。 

今年の運動会は「チャレンジ！」をテーマとして取り組んで参りました。 

子ども達にとって大切な目標にもなり、その目標を目指して頑張る姿が 

見られました。 

運動会会場は南小学校をお借りして行う為、子ども達にとって運動会当日は、はじめての場

所となり、子ども達の対応力にも感心しました。 

当日子ども達は、いつも以上に頑張り成果を出し切れた事に満足できたようで、とても嬉し

く思います。 

くるみ保育園 加藤 

 

河鍋暁斎記念美術館 2023 年 11 月展覧会 

企画展「画鬼暁斎 妖怪絵尽くし」 

同時開催 特別展「暁斎プラスワンシリーズ 39 野坂稔和 横乗戯画展」 

（のざかとしかず よこのりぎがてん） 
 

※新型コロナウイルスの感染防止対策等により、予定が急に変更される場合がありますので、最新の情報は美術館の

ホームページでご確認ください。 http://kyosai-museum.jp 

 

会期：2023 年 11 月 1日（水）～12 月 23 日（土） 

休館日：毎週火・木曜、毎月 26日～末日、年末年始 

入館料：一般 600 円、高校生・大学生 500 円、小・中学生 300円、65歳以上 500 円 

暁斎は数え 10 歳で入門した駿河台狩野派絵師・前村洞和から「がき」と呼ばれました。そこ

から暁斎はしばしば「画鬼」と称されます。11 月からの企画展では、「画鬼」暁斎が描いた鬼や

骸骨、天狗などの「妖怪絵」を展示しています。 

また第 3 展示室では、暁斎に影響を受けた現代作家と暁斎とのコラボレーション展を開催中で

す。今回は画家の野坂稔和氏による作品展の第 4 弾です。 

【今月のお勧め作品】 

『暁斎酔画』二編より「狼、長首」 暁斎（画工 河鍋洞郁） 版本 

 

本書は暁斎が狩野派の画号「河鍋洞郁」を名乗って描き、出版され 

た絵本で、三編（明治 23 年）まで出版されました。内容は妖怪に限 

らず、伝統行事や七福神、鍾馗と鬼、道釈人物画など多岐にわたり、 

絵手本の役割も果たしたと思われます。 

こちらの頁には、「狼」と「長首」が描かれています。狼は人間の 

生首をくわえています。一方の「長首」は、身体はうつぶせで読書を 

する姿勢をとりつつ、首は高い木に実っている柿を口でもぎ取ろうと 

しています。どちらも「首」が描かれながら、「狼」には恐怖、「長首」 

からは笑いという対照の妙を感じさせる作品です。 


